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「
し
な
や
か
に　

た
く
ま
し
く　

命
輝
か
せ
て　

生
き
る
子
に
」
と
題

し
、
大
柄
瑞
穂
さ
ん
（
根
雨
小
学
校

講
師
）
の
講
演
を
聞
き
ま
し
た
。

　

ご
自
身
の
体
験
談
と
し
て
、
家
族

の
反
対
を
押
し
切
っ
て
の
結
婚
、
そ

し
て
認
め
て
も
ら
う
ま
で
の
長
か
っ

た
苦
悩
の
日
々
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

い
わ
れ
な
き
差
別
に
よ
り
分
断
さ

れ
た
家
族
で
す
が
、
相
手
の
人
と
し

て
の
温
か
み
や
人
間
性
を
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
で
、
深
か
っ
た
溝
が
埋

め
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
最

後
に
、
子
育
て
か
ら
学
ん
だ
子
ど
も

の
無
限
の
可
能
性
を
認
め
る
大
切
さ

に
つ
い
て
も
力
説
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
ス
テ
ー
ジ
：
Ｓ
Ａ
Ｘ
・
Ｂ
Ｏ

Ｘ
（
サ
ッ
ク
ス
・
ボ
ッ
ク
ス
）

　

日
野
高
校
の
郷
原
先
生
と
サ
ッ

ク
ス
仲
間
で
構
成
さ
れ
た
5
人
の

メ
ン
バ
ー
が
奏
で
る
サ
ッ
ク
ス
は
、

会
場
の
皆
さ
ん
も
う
っ
と
り
す
る

ひ
と
と
き
で
し
た
。

第
２
ス
テ
ー
ジ
：
日
野
中
学
校
吹

奏
楽
部

　

今
年
も
14
人
の
吹
奏
楽
部
の
皆

さ
ん
に
演
奏
と
、
合
間
の
ト
ー
ク

で
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
サ
ッ

ク
ス
・
ボ
ッ
ク
ス
と
の
共
演
も
あ

り
、
唱
歌
「
ふ
る
さ
と
」
を
会
場

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
歌
い
、
2
度

の
ア
ン
コ
ー
ル
も
盛
況
で
し
た
。

第
３
ス
テ
ー
ジ
：
日
野
高
校
合
唱
部

　

顧
問
の
小
谷
先
生
と
、
3
人
の
部

員
の
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
の
成
果
を
披

露
し
ま
し
た
。
と
て
も
緊
張
し
た
面

持
ち
で
し
た
が
、
の
び
や
か
な
声
に

聞
き
ほ
れ
ま
し
た
。

　

準
備
し
た
１
０
０
食
の
そ
ば
は
、

昼
前
に
は
完
売
で
し
た
。
打
ち
手

の
皆
さ
ん
、
前
日
か
ら
の
準
備
、

本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。
と
て

も
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
演
芸
大
会
は
、
根
雨
小

学
校
の
木
村
先
生
と
ギ
タ
ー
教
室

の
お
仲
間
の
福
間
さ
ん
に
よ
る
ギ

タ
ー
演
奏
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

歌
あ
り
、
踊
り
あ
り
、
そ
し
て

今
回
初
出
演
の
「
ど
じ
ょ
う
す
く

い
シ
ス
タ
ー
ズ
」
の
安
来
節
に
会

場
の
皆
さ
ん
は
抱
腹
絶
倒
、
大
盛

り
上
が
り
の
演
芸
大
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

最
後
は
、「
男
女
共
同
参
画
推
進

会
議
ひ
の
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
朗

読
劇
（
人
権
劇
）
で
、
日
常
生
活

の
な
か
で
の
ち
ょ
っ
と
し
た
「
気

づ
き
」
に
つ
い
て
投
げ
か
け
が
あ

り
ま
し
た
。

　

午
前
は
、
ひ
の
っ
こ
保
育
所
の

園
児
が
作
品
見
学
と
「
や
さ
し
い

オ
オ
カ
ミ
」「
源
吉
じ
い
さ
ん
と
子

ぎ
つ
ね
」
の
2
本
の
ビ
デ
オ
鑑
賞

を
し
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
町
内
の
小
学
6
年
生

が
人
権
問
題
に
つ
い
て
交
流
学
習

を
し
ま
し
た
。

　

ま
と
め
と
し
て
、
各
学
校
の
先

生
が
「
ハ
ン
セ
ン
病
や
部
落
問
題

な
ど
の
人
権
問
題
に
は
相
手
が
あ

る
。
か
か
わ
っ
た
人
の
こ
と
を
考

え
て
、
誤
解
、
偏
見
な
ど
間
違
っ

た
情
報
に
惑
わ
さ
れ
な
い
。
自
分

も
相
手
も
大
事
に
で
き
る
よ
う
心

が
け
る
こ
と
、
そ
し
て
、
今
学
ん

だ
こ
と
を
今
の
生
活
に
生
か
し
て

い
く
、
普
段
の
生
活
の
中
で
、
分

か
ら
な
い
こ
と
は
、
分
か
ら
な
い

と
言
え
る
仲
間
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」

と
語
り
か
け
て
い
ま
し
た
。

▲ 会場を魅了する吹奏楽部の皆さん

編集　下榎隣保館
　　　〒 689 － 4526　日野町下榎 157 番地 1
　　　電話：７２－１１９１（FAX 兼）
             E-mail：rinpokan@town.hino.tottori.jp

24きらりと光る　まち　日野町

〝
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
〟

『
第
38
回
日
野
町
解
放
文
化
祭
』
開
催
（
10
月
10
・
11
・
13
日
）

１
日
目

★
人
権
講
演
会

★
演
奏
会

★
も
ち
つ
き

▲ みんなでぺったん、ぺったん

２
日
目

★
そ
ば
の
賞
味
会

★
演
芸
大
会

▲ 「どじょうすくいシスターズ」の安来節

３
日
目

《参加者募集》
「第３９回新春囲碁・将棋大会」開催

日時：平成２８年 1月９日（土）
場所：日野町老人憩の家（下榎）

※参加申し込みなど詳しくは、下榎隣保館までお問い合わせください。皆さんの参加をお待ちしています！
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知って安心！消費生活のはなし
～こんにちは、消費生活相談員です～

～クリーニングトラブルについて～
＜事例１＞こたつ布団をクリーニング業者に預けていたところ、紛失された。
＜事例２＞クリーニング後、自宅で保管していた黒のジャケットを着ようとしたところ、
わきの下の部分が白っぽくなっていた。

▶消費生活相談窓口直通ダイヤル（電話 72‐0336）※役場産業振興課内

※困ったなと思ったら、あきらめずに日野町消費者生活相談窓口へ
　解決困難事案は法律相談会への紹介も行います。

※消費生活相談室では消費生活にかかわるトラブルの相談を受け付けています。
　また、身近な商品による事故の情報収集もしています。

（アドバイス）
☆クリーニングに出すとき、受け取るとき

（１）出す前の衣料品と仕上がり品のチェックを店側と消費者側両方で行い、洗濯方法など積極的に尋ね

てみましょう。

（２）クリーニングに出したら、なるべく早く引取りに行き、事故に気付いたらすぐに店に連絡しましょう。

☆クリーニングに出しても新品にはならないということを認識しておきましょう。
　衣類は消耗品です。時がたてば強度は低下し、価値も下がります。トラブルが起きた時はお互いの立

場を理解しあって、冷静に話し合うことが大切です。

⇒紛失など明らかに業者に責任がある場合、「クリーニング事故賠償基準」に沿って賠償額が算定されます。
また、色、形状変化などのトラブルについては、一般に「消費者」「メーカー」「クリーニング業者」の３社
がかかわって起きることが多く、原因の特定が難しいため、冷静な話し合いや調査が必要になってきます。

働くことに悩みを抱えていませんか？
～職業に関する相談会・日野町出張相談のご案内～

　よなご若者サポートステーションでは、働くことに悩みを抱える若者に対して、就職や進路のことを考えて
いくための心の整理をし、その人らしさを見つけるためのお手伝いをしています。日野町でも出張相談を行っ
ていますので、お気軽にお越しください。

◆対　象　通学していない 15歳～ 39歳の人とその家族
　　　　　※職業の斡旋は行っていません。本人だけでなく家族のための相談も受け付けます。
◆日　時　毎月第 1金曜日　午前 10時～午後 2時　　◆場　所　町山村開発センター

【イベント開催案内】
〝一緒に考え、みんなで若者を支えましょう〟

　働きたい気持ちはあるけど働けない、なかなか一歩が踏み出せない、働くことに壁を感じているなど、
さまざまな困難を感じている若者を理解し、私たちには何ができるのかを一緒に考えてみませんか？若
い人はもちろん、若い人を支えるみなさんなど、どなたでも参加できますので、お気軽にお越しください。

日　時　11月 28日（土）午後 1時 30分　　
場　所　倉吉体育文化会館（倉吉市山根 529-2）
内　容　講演：「自分だって働きたい !! と思っているんですけど…」　/　講師：岡本圭太さん
　　　　　　　　～いつからだってチャンス、チャレンジ、チェンジ !! ～
参　加　無料、予約不要

【問合せ】　よなご若者サポートステーション（電話 0859-21-8766）


